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凡
そ
伝
心
に
四
件
あ
る
事
は
制
要
及
本
妙
附
師
等
の
誠
ぶ
る
如
く
で
あ
る
。
臨
師
日
く
、

つ
信
心
有
四
科
、
無
疑
一
、

随
順
二
、
決
定
三
、
心
情
浄
四
」
左
是
れ
蓋
し
臨
師
は
綱
要
制
略
五
容
第
四
十
六
信
心
嗣
字
名
義
相
性
章
に
そ
の
源
泉

訟
法

A
だ
の
で
あ
ら
う
。

今
綱
要
に
於
け
る
右
一
章
の
要
旨
を
撮
っ
て
乙
の
記
述
骨
建
め
る
こ
ミ
に
し
ゃ
う
o

一
に
伝
ご
は
無
疑
ぞ
以
て
名
ご
す
る
。
大
賞
積
経
百
十
八
に
日
〈
、

つ
人
偽
造
を
慕
っ
て
猶
諜
街
懐
か
ぎ
る
、
之
b
E

信
松
と
名
〈
．
」
正
文
句
九
七
十
七
に

H
く
、
無
疑
十
信
と

H
ひ
、
明
了
を
解
と
円
ム
」
ご
是
れ
そ
の
名
を
樺
せ
る
も
の

で
あ
る
。

一
一
に
信
左
は
附
順
守
｝
以
て
義
止
す
る
。
－
い
ん
来
賓
要
義
論
一

八
仁
円
く
勺
信
正
は
何
の
義
右
、
謂
〈
随
順
の
義
な
り
」

k
t
t
S
L
A
－－

4
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「
信
心
J
h

は
崎
順
を
義
’
ど
な
す
一
」

L
仁
、
り
ど
れ
信
の
義
を
樗
せ
る
も
の
で
あ
る
。
乃
も
知
ぬ
、



伝
心
は
傭
語
仁
随
順
す
る
を
以
J

」
義
ご
す
る
乙
と
そ
。

三
に
伝
と
は
決
定
を
以
て
相
ご
す
る
り
成
貰
論
七
八
に
日
〈
、

「
決
定
は
是
れ
信
の
相
な
り
」
唯
識
論
六
八
に
日
く

「
疑
は
勝
鮮
を
障
ふ
、
決
定
せ
ざ
る
が
故
に
と
」
今
純
紳
力
品

仁
円
く
、
決
定
無
有
疑
と
、
蓋
し
疑
あ
れ
ば
決
せ
や
、
疑
は
ぎ
れ
ば
必
ず
決
す
、
故
に
知
肉
、
信
心
は
却
も
決
定
を
以

「
不
疑
は
卸
ち
正
勝
鮮
な
り
」
叉
全
六
十
七
仁
円
（
、

て
そ
の
相
と
す
る
こ
ご
を
。

四
に
伝
と
は
心
情
滞
を
性
司
と
す
る
。
唯
識
論
六
初
に
円
く
、

「
一
五
何
な
る
を
信
と
錦
す
、
資
徳
能
に
於
て
能
く
忍
で

難
欲
す
、
心
揮
を
性
と
錯
す
、
不
信
を
封
治
し
、
業
善
を
業
と
錯
す
、
乃
至
此
性
湾
清
仁
し
て
能
く
心
等
を
滞
む
、
心

勝
を
以
て
す
、
故
に
心
滞
の
名
を
立
つ
、
水
精
の
珠
の
能
く
濁
水
を
清
す
が
如
し
」
筆
削
記
一
六
十
八

に
日
く
、

一「

* 

精
珠
と
は
清
水
珠
な
り
、
調
く
素
生
の
心
は
水
の
如
〈
、
疑
は
濁
の
如
く
信
は
珠
の
如
し
、
珠
を
濁
水
に
投
ず
れ
ば
水

必
ず
按
徹
す
、
信
越
れ
ば
疑
止
む
、
心
必
ず
荷
母
げ
な
b
L
今
経
提
婆
品
に
一
五
く
、
母
げ
心
信
敬
、
不
生
疑
惑
者
止
、
蓋
し

静
心
は
印
も
信
心
、
疑
惑
は
不
信
な
b
、
故
仁
知
山
信
心
は
印
ち
清
博
を
以

τ其
性
と
す
乙
こ
と
を

U

以
上
信
に
於
げ
る
名
義
相
性
の
設
は
綱
要
の
綜
概
し
、
臨
師
の
紹
遁
せ
し
所
な
る
が
、
五
日
家
の
信
心
の
意
義
を
詮
明

す
べ
〈
右
の
四
蒋
の
み
で
は
な
ほ
不
足
と
思
ム
o
右
四
割
件
に
於

τ信
の
平
面
描
寓
は
出
来
た
。
静
的
解
揮
は
印
も
足
る
。

然
し
信
の
第
一
一
要
義
は
絶
針
の
人
格
者
超
人
に
封
す
る
我
等
人
聞
の
憧
れ
で
あ
り
、
混
入
で
あ
り
、

一
如
で
あ
り
融
曾

信

a己、

銘
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四

で
な
り
れ
ば
な
ら
向
。
却
も
卒
面
描
寓
以
上
の
立
体
的
描
官
旬
、
静
的
解
理
件
以
上
に
動
的
、
飛
躍
的
解
稗
に
進
む
に
非
3

れ
ば
未
だ
し
ご
想
ふ
o

H

疋
に
於
て
働
界
か
九
界
仁
働
き
か
け
九
界
か
働
界
に
活
き
か
け
る
戚
臆
の
一
項
目
を
加
へ
た
い

主
想
ふ
。
是
蓋
し
十
界
事
常
佐
観
の
み
。
そ
乙
で
私
は
、

五
に
信
ご
は
戚
臆
を
体
E

と
す
る
の
一
一
僚
を
加
ふ
る
も
の
で
ゐ
る
。
主
義
戚
慮
妙
の
下
節
要
上
三
十
三
紙

に
云
く
、
「
水

k
hリ
升
ら
子
、
月
下
h
降
ら
子
、

一
月
一
時
に
普
く
衆
水
に
現
子
、
諸
備
も
来
ら
子
、
衆
生
ち
往
か
や
、
慈
善
根
の
力

此
の
如
き
事
を
見
せ
し
む
、
故
に
戚
臆
妙
と
名
く
ot一
今
経
書
量
ロ
問
仁
「
毎
仁
自
ら
是
念
を
作
す
、
何
を
以
て
か
衆
生

を
し
て
無
上
道
に
入
り
、
速
に
悌
身
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め

λ
」
と
は
無
始
悌
界
の
無
始
九
界
に
働
き
か
け
る

臆
の
方
面
で
あ
b
、
全
〈
寄
景
品
に
三
心
に
悌
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
し
て
自
ら
身
命
を
惜
ま
ず
」
と
は
、
無
始

九
界
の
無
始
働
界
に
働
き
か
げ
る
戚
の
方
面
で
ゐ
る
。
か
〈
℃
本
備
の
大
慈
悲
と
我
等
の
戚
激
と
戚
鷹
冥
介
し
て
、
設

仁
九
界
が
怖
界
か
、
悌
界
が
九
界
か
を
静
じ
難
き
程
に
彼
と
此
と
溶
融
し
、

一
如
し
、
同
化
し
、
融
曾
す
る
、
そ
れ
が

信
の
異
髄
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
組
丈
に
於
て
は
、
私
は
本
隼
鉢
の
「
稗
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
本
経
の
五

字
に
具
足
す
、
技
等
此
五
字
を
受
持
す
れ
ば
自
然
仁
彼
の
因
果
の
功
徳
守
護
ム
リ
輿
へ
給
ふ
」
の
丈
は
宗
教
信
の
第
五
戚

臆
を
体
と
す
る
事
を
示
す
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
o
そ
の
受
持
と
は
受
は
信
に
入
れ
る
の
謂
ひ
、
持
は
信
の
持
績
の

謂
ひ
、
郎
も
受
持
’
と
は
本
悌
の
慈
悲
に
戚
激
す
る
戚
の
方
面
、
自
然
譲
興
工
、
は
本
一
悌
大
慈
悲
の
醸
の
万
面
で
あ
る
と
想



ふ
o
市
無
妙
法
蓮
華
純
の
南
無
は
九
界
一
か
働
界
仁
働
き
か
げ
る
戚
の
方
面
、
妙
法
通
華
料
は
悌
界
が
九
界
に
活
き
か
け

る
臆
の
方
面
と
見
る
べ
き
で
、
戚
醸
と
は
十
回
介
事
常
住
が
一
時
一
慮
に
ゐ
ふ
の
調
以
内
み

U

水
上
旬
升
ら
ず
月
下
。
降

ら
や
而
も
戚
臆
冥
合
す
る
の
謂
ひ
の
み
の

以
上
名
義
相
性
は
信
の
平
面
的
、
静
的
方
一
向
、
そ
の
体
は
信
の
立
体
的
飛
躍
的
方
面
で
あ
る
。
・
次
仁
右
を
耐
文
の
丈

献
に
徴
す
る
こ
と
に
し
ゃ
う
。

伝
の
平
面
的
方
面
の
文
献
ご
し
て
は
突
の
敏
文
を
翠
げ
や
う
。

御
義
日
俸
に
一
五
〈
、

「
信
は
無
疑
円
レ
信
三
て
、
疑
惑
を
断
破
す
る
利
錦
な
り
L
「

k
二
八
有
）

叉
全
ま
け
に
一
五
く
、
「
修
行

と
は
無
一
疑
H
レ
信
の
信
心
の
事
な
り
」
ハ
下
十
八
右
〕

題
H
抄
に
云
〈
、

「
夫
れ
備
道
に
入
る
根
本
は
信
を
以
て
本
左
持
す
、
五
十
二
位
の
中
に
は
十
信
を
本
ご
な
し
、
十

信
の
位
に
は
信
心
初
め
品
、
設
以
悟
ム
リ
な
く
と
も
信
心
ゐ
ら
え
者
は
鈍
根
も
正
見
也
」
ハ
縮
泣
五
八
…
凶
）

日
女
抄
に
一
五
（
、

「
所
詮
天
台
妙
柴
の
稗
分
明
に
信
を
以
て
本
と
せ
り
、
彼
の
法
王
も
疑
は
ず
し
て
大
院
の
語
を
伝

ぜ
し
か
は
立
波
乙
ほ
b
行
ぞ
か
し
。
石
に
矢
の
だ
っ
是
叉
父
の
か
た
き
ご
思
ふ
至
信
の
故
也
、
何
に
況
ん
や
備
法
に
を

い
て
を
や
。
法
華
艇
を
受
持
ち
て
南
無
妙
法
遁
華
艇
と
唱
ふ
る
o
印
五
純
の
修
行
十
一
具
足
す
る
な
h
’

o
」
（
縮
退
一
六
一
一
七
）

析
結
経
選
般
に
云
〈
、

「
其
に
付
て
ら
法
華
経
の
行
者
は
信
心
に
退
時
な
〈
一
身
に
詐
親
日
く
一
切
法
華
維
に
其
の

.r,.、

銘

五
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身
を
任
せ
金
言
の
如
く
修
行
せ
ば
‘
慌
に
後
生
は
申
す
に
反
ば
令
、

A
1
生
も
息
災
延
命
仁
し
て
勝
妙
の
大
果
械
を
将
、

底
究
流
布
の
大
願
を
も
成
就
す
ぺ

R
也
O
L

ハ
縮
遺
九
一
一
き

持
法
華
問
符
抄
に
一
五
く
、

「
暮
れ
行
く
容
の
雲
の
色
有
明
方
の
月
の
光
ま
で
も
心
を
も
λ
ほ
す
思
ひ
な
り
。
事
に
ふ

れ
お
り
に
付
て
も
後
世
を
心
に
か
け
、
花
の
春
雪
の
朝
も
是
を
思
ひ
、
風
さ
は
ぎ
村
雲
ま
よ
ふ
タ
に
も
忘
る
る
隙
な
か

れ
、
出
ゐ
息
は
入
る
息
を
ま
た
子
、
何
な
る
時
節
ゐ
ム
リ
て
か
毎
自
作
H

疋
念
の
悲
願
を
忘
れ
、
何
な
る
月
日
あ

b
て
か
無

一
不
成
備
の
御
粧
を
持
た
ぎ
ら
A
口
」
ハ
紡
遣
問
七
内
〉

常
体
義
抄
に
一
五
く
、

「
H
還
が
一
門
は
正
庇
に
椛
敢
の
邪
法
邪
師
の
邪
義
そ
拾

τ．
正
抗
に
正
法
正
師
の
正
義
を
伝

や
る
が
故
に
、
官
体
進
撃
を
謹
得
し
て
常
寂
光
常
体
の
妙
理
を
販
は
す
事
は
、
本
門
寺
量
の
教
主
の
金
弓
一
一
口
を
信
じ
て
南

無
妙
法
通
事
純
正
明
ふ
る
が
故
な
り
け
」
（
紡
遺
九
九
九
）

開
目
抄
に
一
五
｛
、

「
蒋
迦
諸
備
の
衆
生
無
透
の
線
願
は
皆
此
の
艇
に
を
い
て
硝
足
す
、

A
1
者
己
満
足
の
文
こ
れ
な

b
o」
（
紛
遺
七
九
内
U

上
野
抄
に
云
〈
．

「
抑
今
の
法
華
経
を
伝
や
る
入
、
或
は
火
の
如
く
信
ず
る
人
も
あ
b
、
或
は
水
の
如
く
伝
令
る
人

も
あ
り
、
火
の
如
〈
三
申
す
は
聴
聞
す
る
時
は
蛾
立
つ
計
b
思
へ
共
建
ぎ
か
り
ぬ
れ
ば
拾
る
心
あ
h
o
水
の
如
〈
と
出
・

す
は
い
つ
も
た
え
ず
信
ず
る
也
、
此
は
い
か
な
る
時
も
常
に
泣
せ
や
問
は
せ
給
へ
ば
、
水
の
如
く
伝
じ
さ
せ
給
へ
ら



欺
、
掌
と
し
／
、
。
」
（
紛
遺
一
七
一

ou

佐
被
御
書
に
一
五
く
、

「
心
は
怯
緋
般
を
信
ず
る
故
に
発
天
・
帝
稗
を
も
術
恐
ろ
し
ご
思
は
ず
0

．」（締法八一一一

υυ

波
木
井
抄
に
一
五
〈
、

「
此
法
修
離
は
三
途
の
河
仁
て
は
舶
ご
な
り
、
死
出
の
山
に
て
は
大
白
牛
車
と
な
り
、
冥
愈
に

て
は
婚
と
な
0
．
霊
山
仁
参
る
橋
也
。
霊
一
山
へ
ま
し
ま
し
て
艮
の
廊
に
て
尋
さ
サ
給
へ
、
必
ず
待
も
奉
る
ぐ
〈
候
、
但

し
各
の
信
心
仁
依
ぺ
く
候
。
信
心
弱
〈
ば
、

い
か
に
日
蓮
が
弟
子
檀
那
ご
名
乗
ら
せ
給
ふ
と
も
、
よ
も
御
用
ゐ
は
候

は
じ
。
心
に
二
つ
ま
し
ま
し
て
信
心
掛
〈
候
は
立
、
峰
の
石
の
谷
へ
こ
ん
ぴ
、
空
の
雨
の
大
地
へ
落
る
と
瓜
食
せ
、
大

阿
鼻
地
獄
誕
あ
る
べ
か
ら
子
、
其
時
日
蓮
を
恨
み
き
せ
給
ふ
な
、
返
す
／
、
も
各
の
信
心
仁
依
る
べ
〈
候
o」
（
縮
遺
一
一
一

一
附
）上

野
抄
に
云
〈
、

「
今
末
法
に
入
ね
れ
ば
除
艇
も
怯
華
経
も
詮
な
し
、
但
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
る
べ
し
。
か
う
申
し

出
し
て
候
も
悲
の
計
ひ
に
は
あ
ら
ず
、
稗
迦
多
賀
十
方
の
詩
備
地
捕
手
界
の
御
計
ひ
也
、
此
山
間
無
妙
法
連
事
艇
に
除
事

そ
ま
じ
へ
ば
ゆ
、
、
し

3
僻
事
也
。
」
（
縮
泣
一
七
一
七
U

開
臼
紗
仁

H
く、

「
多
生
暁
劫
に
し
た
し
み
し
妻
子
に
は
心
ご
は
な
れ
し
か
悌
道
の
わ
れ
め
に
は
な
れ
し
か
、

い
つ
も

同
じ
わ
か
れ
な
る
イ
し
。
我
れ
法
華
艇
の
い
ド
む
を
や
ぶ
ら
や
し
て
霊
山
に
ま
レ
ム
リ
て
還
っ

τみ
ら
拭
け
か
し
に
（
織
法
八

二
O）

f;t 
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F、

血
脈
紗
に
日
〈
、

「
大
信
力
を
出
し
て
南
無
妙
快
蓮
華
経
臨
終
正
念
ご
祈
念
L
給
へ
o
」
ハ
締
法
七
問
問
）

乙
御
前
御
井
に

H
〈、

「
妙
刷
業
大
師
の
た
ま
は
く
、
必
ず
心
の
固
き
に
偲
b
て
紳
の
－
q，L
リ
則
ち
強
し
等
云
ん
Y

人
の
心

か
た
け
れ
ば
榊
の
守
り
必
ゃ
っ
よ
し
ご
こ
そ
候
へ
、
是
は
御
た
め
に
申
し
候
ぞ
。
古
へ
の
御
志
申
す
計
り
な
し
‘
其
よ

ち
も
今
一
重
強
盛
に
御
志
あ
る
べ
し
に
（
紛
遺
一
二
九
二
U

若
し
夫
れ
信
心
の
立
体
的
、
飛
躍
的
方
面
の
文
献
ご
し
て
は
攻
の
戴
文
k
翠
・
げ
や
う
o

松
野
殿
女
房
御
辺
事
仁
云
〈
、

「
法
事
粧
を
持
つ
女
人
は
樗
め
る
水
の
如
し
稗
迦
備
の
月
宿
ら
せ
給
ふ
0

鵬
首
へ
は
女

人
の
憾
み
始
め
た
っ
ぷ
は
吾
身
仁
は
費
え
ね
芭
も
、
月
漸
〈
重
な
b
日
も
屡
過
く
れ
ば
初
め
に
は
き
か
と
疑
ひ
後
に
は

一
定
t
」思，
A
o
－
－
・
：
：
：
法
華
経
の
怯
門
も
亦
か
〈
の
如
し
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
’
と
心
に
信
じ
ぬ
れ
ば
心
を
宿
ま
し
て
蒋

迦
悌
懐
ま
れ
給
ふ
。
始
め
は
し
ら
ね
ど
も
漸
月
重
さ
な
れ
ば
心
の
備
夢
に
見
え
慌
ば
し
b
d
心
漸
く
出
来
し
候
ぺ
し
o」

「
縮
泣
一
九
七
九
〉

異
言
諸
宗
達
目
に
云
〈
、

「
日
蓮
流
罪
に
嘗
れ
は
敢
主
稗
掌
衣
を
以
て
之
を
覆
ひ
給
は

A
献
。
去
年
九
月
十
二

H
の

夜
中
に
は
虎
口
を
脆
れ
た
る
敗
。
必
す
心
の
固
き
に
暇
て
神
の
守
・
9
則
も
強
し
等
と
は
是
な
り
。
汝
等
努
之
健
ふ
こ
と

な
け
れ
。
」
ペ
縮
遺
八
五
八
）

守
護
側
家
論
に
云
く
、

「
嘗
に
知
る
べ
し
是
人
は
則
も
稗
迦
ホ
厄
悌
を
は
る
な

b
、
悌
口
よ
り
此
経
典
、
ヶ
聞
く
が
如



し
、
嘗
仁
知
る
ぺ
し
、
是
人
は
稗
迎
牟
尼
備
を
供
養
す
る
な
り
己
上
此
丈
を
見
る
に
法
華
経
は
轄
迦
牟
厄
備
な
b
、
法

事
艇
を
伝
ゃ
ぎ
る
人
の
前
に
は
畑
作
迦
牟
厄
悌
入
滅
そ
取
b
、
此
粧
を
信
ず
る
者
の
前
に
は
滅
后
た
h
，

t
雄
も
偽
在
世
な

h
。
一
（
紡
泣
一
一
五
八
）

妙
一
尼
御
前
御
返
事
仁
一
五
〈
、

「
夫
れ
信
心
三
中
す
は
別
に
は
こ
れ
な
く
帳
。
妻
の
ぞ
と
こ
を
お
し
む
が
如
く
、
を

と
こ
の
主
に
命
を
す
つ
る
が
如
く
、
親
の
子
守
す
て
、
ぎ
る
が
如
く
、
子
の
母
仁
は
・
な
れ
ぎ
る
が
ご
と
く
仁
、
法
華
料
棒

迦
h
f
J
W
H
十
方
の
諸
偽
菩
薩
諸
天
主
口
一
榊
等
仁
布
常
入
れ
奉
ら
て
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
た
て
ま
つ
乙
を
伝
心
と
は
申

候
・
位
。
し
か
の
み
な
ら
や
正
庶
拾
方
便
、
不
受
除
経
一
一
備
の
経
文
を
女
の
鏡
テ
一
す
て

Y
る
が
ご
と
く
、
男
の
刀
を
さ
す

が
如
く
、
寸
こ
し
も
す
っ
る
心
な
く
案
［
給
ム
ペ
く
候
。
」
ハ
紛
泣
一
九
四
八
）

上
野
殿
御
返
事
仁
一
五
く
、

「
か
っ
へ
て
食
常
ね
が
ひ
、
泊
し
て
水
を
し
た
ふ
が
如
く
、
様
ひ
て
入
金
見
た
き
が
ご
と

く
、
病
仁
く
す

h
k
た
の
む
が
ど
三
〈
、

み
め
か
内
も
よ
き
人
べ
に
し
ろ
い
も
の
を
つ
く
る
が
如
く
法
華
経
に
は
信
心

ぞ
い
た
さ
せ
給
へ
。
さ
な
く
し
て
は
後
悔
あ
る
べ
し
o
」
ハ
紡
泣
↓
八
凶
凶
）

捕
三
郎
殿
御
返
事
仁
云
｛
、

寸
人
身
は
受
け
難
く
訟
華
艇
は
い
い
じ
慨
し
と
は
是
也
、
開
梓
迦
多
賀
十
方
の
備
、
来
集
し

て
我
身
仁
入
か
は
り
、
我
を
助
け
給
人
正
概
念
せ

3
せ
給
べ
し
。
」
ハ
締
法
一
六
一
一
間
）

最
蓮
局
御
返
事
に
一
五
く
、

一J

き
れ
ば
我
等
が
肘
住
し
て
一
乗
そ
修
行
せ

λ
慮
は
何
れ
の
鹿
に
て
も
候
へ
常
寂
光
の
都

f三

心、
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。

な
る
べ
し
o
我
等
が
弟
子
棺
那
ご
な
ら

A
人
は
一
歩
を
行
か
令
し
て
天
統
一
一
の
霊
山
々
見
、
本
有
の
寂
光
土
ヘ
主
夜
に
往

復
し
給
ふ
事
う
れ
し
と
も
申
す
ば
か
り
無
し
。
」
（
縮
泣
八
問
一
）

持
法
華
問
答
抄
に
一
五
〈
、

つ
喉
我
一
人
能
鶏
救
護
の
備
の
御
力
を
疑
ひ
、
以
一
行
川
付
入
の
法
恭
艇
の
款
の
網
を
あ
や
ぶ

み
て
決
定
無
有
疑
の
妙
法

egmへ
奉
ら
、
ざ
ら
ん
は
力
及
は
す
、
菩
提
の
岸
に
盛
る
事
難
か
る
べ
し
、
不
信
の
者
は
堕
在

泥
梨
の
根
元
な
b
o
」
（
焔
泣
同
七
一
）

乙
御
崎
御
川
川
内
山
に
一
五
く
、

「
く
ま
ら
へ

A
一二減
fc
巾
せ
し
人
を
ば
木
像
の
稗
迦
を
わ
せ
給
以
て
候
し
ぞ
か
し
。
日
蓮

が
一
段
に
は
大
畳
世
曾
か
は
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
」
（
給
法
二
一
九
一
ニ
）

観
心
本
章
紗
に
一
五
く
、

「
稗
寧
の
困
行
果
徳
の
二
怯
は
妙
法
蓮
華
料
の
五
字
に
具
足
す
、
我
等
こ
の
五
宇
を
受
持
す

れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
・
9
輿
へ
給
ふ
。
」
（
紛
泣
九
三
八
）

授
職
濯
頂
口
惇
鈴
仁
云
く
、

「
飢
時
の
飲
食
、
寒
時
の
衣
服
、
熱
時
の
冷
風
、
昏
時
の
時
眠
、
皆
是
れ
本
有
無
作
無

縁
の
慈
悲
に
し
て
利
盆
に
あ
ら
ぎ
る
こ
と
な
し
。
」
「
締
法
一
O
二
九
）

御
義
口
停
に
云
〈
、

「
今
日
蓮
等
の
類
ひ
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
と
唱
へ
奉
る
者
は
興
如
来
共
宿
の
者
な
h
，
。
侍
大
士
の

蒋
に
一
五
〈
、
朝
ん
γ

悌
三
共
に
起
き
、
タ
ιγ

悌
と
共
に
臥
し
、
時
々
に
成
道
し
、
時
ゃ
に
賄
本
す
と
己
主
問
一
紙
む

以
上
の
文
献
中
、
平
面
的
方
面
は
無
疑
を
伝
の
名
正
し
、
随
順
を
信
の
義
と
し
、
決
定
を
伝
の
相
と
し
、
心
情
趣
げ
を



信
の
悦
と
な
す
を
一
括
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
立
体
的
、
飛
躍
的
方
面
ご
は
信
の
究
立
た
る
戚
鹿
を
そ
の
体
と
す
る

こ
と
か
』
誼
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

き
て
是
の
如
き
信
が
三
大
秘
怯
中
如
何
な
る
位
地
を
占
む
る
や
、
是
れ
そ
の
最
も
緊
要
問
題
で
あ
る
o
三
大
都
法
た

る
、
綱
要
削
が
棚
略
港
七
第
六
十
三
本
門
戒
培
建
立
候
時
章
中
そ
の
三
秘
詮
鮪
の
衣
第
を
述
ぺ
て
「
題
目
は
通
じ
て
順

逆
に
被
る
故
に
建
長
に
肇
る
、

本
命
は
正
し
く
信
者
の
矯
め
に
す
、

故
に
佐
州
に
現
は
る
、
戒
坦
は
統
一
の
時
を
期

す
0
」
（
航
船
四
七
九
）
と
、

是
れ
蓋
し
自
ら
佐
前
は
一
大
砲
法
、
佐
後
は
三
大
秘
法
を
説
〈
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
窓
五

第
四
十
四
成
偽
依
信
不
依
知
H

解
章
ハ
紛
冊
二
八
六
）
の
「
日
本
国
の
逆
縁
の
縛
め
に
は
因
誹
堕
悪
の
下
種
盆
を
得
せ
し
め
、
我

門
弟
の
順
縁
の
持
め
に
は
受
持
成
悌
の
熟
脆
盆
を
獲
せ
し
む
」
等
を
結
以
付
げ
て
考
ふ
る
に
一
大
秘
法
は
逆
縁
の
柏
崎
め

に
三
秘
を
内
含
せ
し
め
て
逆
縁
に
典
ふ
る
も
の
で
あ
り
、
一
二
都
は
一
大
秘
法
を
開
い
て
順
縁
に
輿
ふ
る
も
の
、
然
し

τ

一
郎
三
、
三
郎
一
で
そ
の
法
体
に
麺
b
は
な
い
。
そ
の
詮
頴
の
次
第
は
一
大
秘
法
の
題
目
、
衣
に
三
大
秘
法
、
又
三
大

秘
法
の
中
仁
本
門
の
題
目
は
そ
の
詮
顕
佐
前
よ
b
佐
後
仁
通
じ
、
本
門
の
本
隼
は
そ
の
詮
頴
在
佐
よ
b
佐
後
に
通
じ
、

本
門
の
戒
抑
一
は
濁
b
未
来
閤
浮
統
一
、
四
海
蹄
妙
の
暁
を
期
す
と
い
う
に
あ
る
。
右
は
三
秘
詮
顕
の
次
第
の
み
。

そ
の
修
行
の
・
次
第
仁
至
・
り
て
は
、
戒
培
を
妙
戒
と
壇
と
仁
別
ち
、
培
に
於
て
理
檀
事
壇
を
別
つ
時
、
事
塙
は
悶
浮
統

一
の
建
き
未
来
を
期
す
る
の
で
あ
る
が
、
珂
塙
は
最
蓮
房
御
返
事
の
「
結
句
は
卯
月
八
日
夜
宇
寅
の
時
に
妙
法
の
本
川

古f

·C• 

銘
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戒
を
以
て
受
職
瀦
頂
せ
し
む
る
も
の
品
。
此
受
職
を
得
る
人
宇
か
現
荘
な
ら
と
も
妙
畳
の
怖
を
成
ぜ
ゴ
ら
ん
口
」
ハ
縮
苧
八

問
。
）
と
あ
る
よ
り
見
る
、
受
戒
を
得
る
所
が
理
壇
で
あ
る
。
受
持
の
伝
を
得
る
所
が
叉
そ
の
ま
、
開
培
で
あ
る
。
賓
塔

伺
此
縦
難
持
の
丈
に
依
る
に
、
題
目
の
受
持
そ
れ
が
是
名
持
戒
な
り
ご
ゐ
る
o
線
勘
文
紗
の
一
「
名
字
卸
の
位
よ
り
郎
身

成
備
す
」
（
焔
泣
一
九
O
三
）
と
い
ひ
、

日
向
記
の
「
本
因
本
事
の
成
道
」
ハ
日
向
町
内
瓦
・

5
と
い
ふ
、
何
れ
も
受
持
の
伝
の
嘗
慮

却
械
の
謂
で
あ
る
。
従
て
受
持
の
信
が
そ
の
ま
、
持
戒
で
、
そ
れ
に
依
て
名
字
の
嘗
慮
に
妙
費
を
極
む
る
の
で
そ
れ
が

資
仁
そ
の
ま
、
、
理
担
の
頴
現
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
o
し
て
見
る
ご
題
目
の
受
持
信
念
の
確
立
、
そ
れ
か
本
川
戒

ω持
戒

ぐ
』
い
う
こ
ご
で
あ
る
。

品
川

b
而
し
て
十
重
禁
戒
を
明
し
で
あ
る
本
門
戒
体
秒
一
編
の
要
旨
及
び
敢
行
誼
紗
の
「
此
法
華
経
の
本
門
の
肝
心
、

無
妙
法
蓮
華
経
は
三
世
の
諸
備
の
高
行
寓
善
の
功
徳
を
集
め
て
五
宇
と
潟
す
、
此
五
山
子
の
内
仁
畳
寓
戒
の
功
徳
を
納
め

ぎ
ら
ん
平
、
何
此
具
足
の
妙
戒
は
一
度
持
ち
、
後
は
行
者
破
ん
と
欲
れ
と
も
破
れ
示
、
是
合
金
剛
賀
器
成
L
」
申
す
一
五
云
」

（
給
泣
二
二
四
）
仁
依
る
、
題
目
が
戒
の
綿
戒
で
、
乙
の
中
に
本
門
の
十
電
禁
戒
が
納
る
の
で
あ
り
又
従
て
五
戒
、

八
戒

十
成
、
具
足
戒
等
の
寓
戒
が
従
ふ
の
で
あ
る
o
郎
L
知
る
題
目
の
受
持
信
念
そ
れ
が
金
剛
賓
器
戒
の
縛
戒
で
あ
っ
て
、

題
目
の
受
持
信
念
よ
り
外
に
吾
家
の
持
戒
は
な
い
、
従
て
一
一
得
水
不
失
の
戒
体
経
伴
と
は
確
た
る
趨
目
の
受
持
信
念
の

確
立
に
外
な
ら
ず
、
題
目
の
受
持
信
念
の
確
た
る
確
立
ぞ
れ
が
戒
体
の
脅
得
で
あ

b
、
へ
す
一
剛
賓
器
戒
の
金
剛
賓
器
戒
た



る
所
で
ゐ
・
0
、
又
そ
の
ま
、
本
閃
本
果
の
成
道
で
ゐ
b
、
名
字
削
の
伶
よ
り
郎
身
成
怖
以
℃
妙
畳
を
栂
む
る
も
の
で
ゐ

b
、
叉
貨
に
開
培
の
穎
現
の
み
。

設
に
折
、
て
本
門
の
同
戒
は
常
家
信
念
の
確
立
で
ゐ
り
、
本
門
の
本
館
は
十
界
事
常
住
の
表
象
即
も
本
備
は
毎
自
悲
願

の
大
慈
悲
に
燃
え
、
九
界
は
一
心
欲
見
備
の
戚
激
に
燃
え
て
九
一
の
白
妊
に
基
〈
戚
臆
冥
合
の
委
で
あ
b
、
本
門
の
題

日
は
か
＼
る
十
持
事
常
性
事
一
念
三
千
観
を
五
字
に
打
込
み
た
る
題
目
の
受
持
信
念
の
謂
で
ゐ
る
o
戒
以
て
十
界
事
常

住
の
信
念
を
身
業
に
堅
一
め
、
定
以
て
ぞ
の
信
念
を
意
業
に
定
め
、
慧
以
て
そ
の
伝
念
を
口
業
仁
費
唱
昧
歎
す
る
も
の
、

ぞ
れ
か
修
行
の
場
介
の
本
門
の
戒
定
慧
即
も
本
門
戒
瞬
、
本
円
本
隼
、
本
問
題
目
の
弐
第
で
ゐ
る
。

皐
立
す
る
に
三
秘
を
修
行
に
約
す
る
時
、
本
同
戒
と
受
持
の
題
目
と
、
元
と
戒
唱
一
致
で
あ
っ

1
、
川
戒
と
題
目
J
』

元
々
別
物
で
は
な
く
、
唱
題
か
そ
の
ま
、
川
戒
で
あ
り
、
同
戒
か
そ
の
ま
L
題
目
の
受
持
信
念
で
あ
る
乙
の
戒
唱
一
致

の
受
持
信
念
を
主
観
伎
と
し
て
客
観
の
本
章
に
封
す
る
の
み
。
然
し
て
そ
持
信
念
と
は
十
界
事
常
住
の
戚
臆
の
白
仕
の

み
。
然
b
而
し
て
本
軍
は
貨
に
そ
の
十
界
事
常
住
の
戚
膳
を
朝
一
象
と
し
て
同
頴
せ
し
の
み
。

以
上
信
心
の
名
義
相
性
体
を
述
ぺ
併
せ
て
伝
心
と
三
日
柑
と
の
閥
係
に
及
び
た
る
の
み
。
本
門
同
戒
と
本
門
題
目
の
闘

係
は
別
に
戒
唱
一
致
論
仁
於
て
近
く
自
家
管
見
の
細
稗
を
試
む
る
橡
定
な
る
e
T
A
H
臼
す
。

純
昭
和
四
年
十
月
十
三
日
第
六
百
四
十
八
同
曾
式
を
か
房
に
修
行
什
－
し
そ
の
日
の
夜
午
之
を
認
め

f
っ
た
。
そ
し
て
符
純
白
制
科
に

信

11'.1、

ダa
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四

熱
心
従
事
せ
る
血
中
子
近
藤
恵
聴
訴
の
机
治
に
治
る
も
の
で
あ
る
。
時
に
時
品
川
は
深
更
正
に
十
二
時
を
示
し
て
ゐ
た
。


